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大学ラグビー選手にお ける合宿期間中の唾液中分泌型免疫 グロ ブリン A の変動
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Abstract

　 　The 　purpose　of 　this　study 　was 　to　investjgate　the　relation 　between 　alterations 　of 　sa ］ivary

secretory 　immunogl 〔＞bulin　A （SlgA ）and 　thc　Qccurrence 　of　upper 　respira しory 　trac しinfections

（URTI）in　rugl 〕y　football　players ，

　 　We 　exami 皿 ed 　the　relationship 　between 　the　onset 　ofURTI 　and 　the　dai［y　alterations 　of 　SlgA
levels　in　32　ma 】e　collegiate 　rugby 　footbaU　players （20．5 ±1．3years ）durillg　summer 　tralning

camp 　for　36　days，

　　TQtal　of 　6　in　32　subjects 　had しhe　appearance 　of　URTI　symptoIns （18％），SIgA　secretion 　raヒe

decreased　significantly　in　the　middle 　of　training　camp 　compared 　to　the　baseline（P 〈 0．05）．Furth．

ermore ，　SlgA　secretion 　ra しe　during　the　appearance 　of　URTI 〔13．7± 1．工μ g／min ）were 　signiflcan ヒ．

ly　lower　than 　that　without 　sympLoms （19．2±1．4 ！
∠g〆min ，　Pく 0．Ol），These　results 　suggest 　that

serial 　monitoring 　of 　SIgA　may 　be　useful 匸o　assess 　the　rjsk 　status 　of　URTI 　affection 　in　athletes ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　（Jpn．　J．　Phys，　Fitness　Sports　Med，2009，58：131〜142）
key　word ；saliva ，　SlgA，　upper 　 respiratory 　tract　infection，　rugby

1．緒 言

　ア ス リ
ー トは，高強度 トレーニ ン グを目常的に

行 っ て い る．競技現場 にお い て は
，

こ の 高強度 ト

レ
ー

ニ ン グ に よ っ て コ ン デ ィ シ ョ ン の低下が 引き起

こ され る こ とが問題 とされ てい る．特に ア ス リ
ー ト

の コ ン デ ィ シ ョ ンを低下 させ る 要因の
一

つ として，

上気道感染症 （upper 　respiratory 　tract　infection；

URTD へ の 罹患が 挙げられ る
1）．こ れ まで 運動 と

URT レ催患 との 関係 に つ い て，過度な トレー
ニ ン グ

は免疫機能 を低下させ
，
URTI の 罹患 リス ク を増大

させ る と考 え られ て い る
2｝3M ，5）．従 っ て ，試合期

に 向けて URTI の催患 リス クをモ ニ タ リ ングする こ

とが で きれば，URTI 罹患の 予防を考慮 した有効な

コ ン デ ィ シ ョ ニ ン グ と して 有用 で ある と考えられ

る ，

　 URTI の感染防御 に は L．1腔 内局所免疫が重要な役

割を果た して い る
6）．特に外部か らの 病原微牛物の

侵入 に対する防御機構として，唾液中の分泌型免疫

グ ロ ブリ ン A （Secrctory　lmmunoglc）bulin　A ： S！gA ）

が挙げられる
7）
．唾液中 SlgAは

， 口腔内局所免疫

における主要なエ フ ェ ク タ
ー

で あ り， ウイル ス や網

菌などの 病原体の 粘膜
一
ドへ の 侵入 を防 ぐ役割が あ

る
8）
．従 っ て SlgAレ ベ ル の低 下 は ， 病原体の 侵入
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を容易に し，URTI の 罹患を招 く要 因の ひ とつ と考

え られ て い る
3）
．多 くの 研 究に お い て，唾液中

SlgA は運動 に対す る ス トレ ス マ ーカ ーと して用い

られ て い る ．高強度 ・長時間の持久性運動に よ る
一

過性の低下や
9’10’11’12）

， 継続 的な高強度 トレーニ

ン グに よる安静時の SlgA レ ベ ル の 低下が報告 され

て い る
13）．しか し， 継続的な高強度 ト レーニ ン グ

によ っ て 変動 しな い とす る報告 もある
14 ）

，また，

継続的な高強度 トレ
ー

ニ ン グ に よる安静時 SlgAレ

ベ ル の 低下 とともに URTI 症状の 発症が認め られ た

とい う報告が ある
3’4）

．しか し
．一
方で は， トレーニ

ン グ期 間中にお い て SlgAの 低下 とURTI 罹患 リ ス

クとの 間に有意な相関が認め られなかっ た とする報

告 もある
15’16）

．こ の ように ， 高強度運動が 唾液中

SlgA の 変動に 及ぼす影響や
， 高強度運動負荷 に よ

る SlgA の変動 とURTI 罹患 リ ス ク との 関連 につ い

て は未だ見解が
一一

致 して い ない ．

　こ れ ま で の 先行研究で は
， 被験者の 生活 リズ ム の

管理が不十分で あ っ た こ とや
，

唾液採取の 時間帯が

統
・．・されて い なか っ たこ と，また唾液採取 の イ ン

タ
ーバ ルが 1〜 4 週問と非常に長か っ た こ とな どが

結果 に影響 し ， SlgAの 変動を詳細 に捉える こ とが

で きなか っ た と考 えられ る．継続的な高強度運動 に

よる SIgA の 変動 を正確に把握 し，ア ス リ
ー

トに お

ける URTI 催患リス クの モ ニ タ リ ン グ の指標 と して

S正gA を応用する た め に は 合宿期間 な ど，長期間に

お い て 生 活リズム等 を管理 した上 で SlgA の 日毎 の

変動を把握する こ とが必要で ある．しか しながら
，

ア ス リ
ー

トの 合宿期 問を用 い て 日毎の 唾液中 SlgA

の 変動を検討 した研究はな い ．唾液中 SlgA の 日毎

の 変動 に つ い て 評 価す る こ と は，ア ス リ
ー トの

URTI 罹患 リ ス クを考慮 した トレ ーニ ン グ プ ロ グラ

ム の 策定 の
一

基準 となる こ とが期待され る．そこ で

本研究 にお い て は
， 大学 ラ グ ビー選手を対象と し

，

約 1 ヶ 月間の 夏期合宿期 間にお け る 日毎の 唾 液中

SIgA の 変動を調べ る こ と
， そ して URTI 症状の 有

無や主観的な疲労状態に つ い て 調査 して SlgA の 変

動との 関連性に つ い て 検討 し，コ ン デ ィ シ ョ ン指標

と して の SlgA の 有用性 を評価す る こ とを 目的 と し

た．

∬．方 法

　A ．被験者

　関東大学対抗戦A グル ープ に所属する男子大学ラ

グビー選手32名（height：176．1± 6．9cm ，　 age ：20．5

± 1．3years，　 body　mass ：81．7± 13．2kg）を被験者

と した．被験者には本研究の 目的および測定内容，

方法に つ い て
・
卜分に説明 し

， 同意 を得た，なお ， 本

研究は筑波大学大学院人 間総合科学研究科研究倫理

委員会の 承認を得て実施 した．

　 B ．測 定方法

1． トレ
ー

ニ ン グ内容

　測定は，大学ラ グ ビー
部の 20G6年夏期合宿期間の

36日間 （7／25 − 9／1）を対象に行 っ た．練習合宿期

（8／4 − 8／18）の トレーニ ン グは午前 ， 午後 それぞ

れ約 2時間ずつ 行われ，試合合宿期 （8／19− 8／23）

は他チ
ーム との練習試合が 中心 に行われ た．各 日の

ト レーニ ン グ 内容，時間に つ い て は Figure 　1 に示

した．

2 ．唾液採取

　唾液採取は移動 日 を除 き，合宿開始前の 通常期

（7／25 ：Baseline，7／27），合 宿期 間中 （8／4 − 16，

8／19− 23），合宿終了後 （8／29，9／1）の 全て の 日

程 にお い て 運動 や食事に よる影響 を考慮す るため

に，起床後，朝食前 （AM6 ：30）に行っ た．唾液

の 採取法 に つ い て は
， 赤間ら

17）
の 報告に よる方法

を用 い た．最初 に蒸留水約 30ml で rl腔内を30秒 間

充分にゆすぎ
，
吐 き出させ た．こ れ を 3 回繰 り返 し

，

続い て 5分間の 座位安静後，口腔内の唾液を全 て嚥

下 させ
， サ リベ ッ ト （SALIVETTE ，

　 Sarstedt社製）

内の 滅菌綿 を， 1秒間に 1回の ペ ース で計 1分間咀

嚼する こ と に よ っ て新た に分泌 された唾液を綿に吸

い 取 らせ ，採取 した．試料は 採集 後，遠 心 分 離

（3 ，
000　rpm

，
15分間）して 得 られた唾液を分注 し

，

容量 を測定後，測定に使用するまで 一80℃ で 保存し

た．

3．唾液中 SlgA 濃度

　唾液中 SIgA 濃度 は，　 SlgA を特異的に検出す る

ELISA 　（Enzynle
−linked 　immunosorbent 　assay ）

法 に よ り測 定 し た
18〕． マ イ ク ロ プ レ

ー
ト上 で
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Figure ユ．　 Time 　course 　of　the　experiment ．　Gamel80　min 　rugby 　game ，Enduranee ：endurance 　training ，

　　Non −Co ：practice　without 　contact 　p］ay ，
　Co ；practice　inc］udi 冂g　contact 　play ，　MST ；muscle 　strength 　train．

　　ing，　 The 　exp 〔｝sure 　time　to　intensive　exercise 　was 　shorter 　during　the　latter　half　of　trainlng　eamp ，be．

　 　 cause 　there　were 　more 　games 　and 　less　intensive　practice　time．

（IMMULON −2 ； DYNEX 　TechnoLogies社製）で 抗

Secretory　Component抗体 （LAB 　Vision　NEO 　MAR −

KERS 社）とペ ル オキシ ダーゼ標識抗 ヒ トIgA 抗体

（MBL 社）を用い て 唾液中よ りSIgA を検出 し，基

質反応液 （O．43mg ／ml 　o
−
phenylendiamine ：WAKO

社二製，0．025Mcitric　acid ，
0．05　M 　NaHPO4

，
0．03

％ II20z
，
　 pH 　5．0）を加えて反応 させ た後，

4N 　II2SO4

を加え，反応 を停止 させ た．490nmの 吸光度をmic −

roplate 　reader （Bio　Racl社製）によ っ て測定 した．

4 ．SlgA 分泌速度

　 1 分 間の 唾液採 取量 を 1 分 間の 唾液分泌 速度

（ml ／min ）とし，さ らに唾液中 SlgA濃度 （μ g／ml ）

か らSlgA分泌速度 （μg〆min ）を算出した．

5．URTI 症状および主観的疲労感

　URTI 症状 の有無およ び主観的疲労感 に つ い て
，

唾液採取直後に 質問紙を用 い て調査を行 っ た．調査

は全て唾液採取の 直後に行っ た．質問紙の 項目は

Figure　2 に示 した．　 URTI 症状 の 質問に つ い て は ，

Kostka ら
⊥9）

お よび Spence ら
20）

に よ る報告を参考

に
， 競技現場に お い て 簡易的に評価する方法を用 い

た．URTI 症状に関連する項 目 （悪寒，熱感，喉痛，

痰 ， 嘔吐感， 咳 ， 鼻水 ， 風邪の 自覚症状）の うち ，

2 つ 以上の項 日に該当 し，その 症状が 2 日以上続 い

た もの を URTI 症状有 りと した，　 URTI 症状に 関連

する該 当項 目につ い て は，内科医の指示 を得た．主

名前 ：

iD番号 ：

Figure　 2．　 The　items　in　questiorlnaire　of　URTI
　　and 　RPE （rating 　of 　perceived 　exertion ）．
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観的疲労感に つ い て は 5 段階で 評価 した （1　 疲労

感な し
一 5 ：かな り疲労感あ り＞

16）．

6．統 計

　各測定値は平均値±標準誤差で 示 した．合宿期間

を通 じて の 唾液分泌速度，SIgA 濃度，　 SlgA 分泌速

度の 各変化 につ い て
．・元配置分散分析 を用い ，右意

差が 認め られ た場合に Dunnet 法 を用 い て post
−hoc

検定 を行 っ た．また，URTI の 症状が 認め られた被

験者に つ い て，症状 を有 した期間と有して い なか っ

た 期間 の SlgA 分 泌速度 の 差 に つ い て “・FilcoxonT

Malm −Whitney 検定を用 い て 比較 し た、い ずれ の 場

合も有意水準 は 5 ％未満 とした．

皿．結 果

A ．唾液分泌速度

全日程 に お ける唾液分泌速度の 変動 を Figure　3

に 示す d 唾 液分泌速度は合宿 開始か ら 7
，

8 日 目

（0．88± 0．07ml／min ，0．85±0．08　mlfmin ）　と12，上3

日 目　（0，83± O．08，0．84± O．08ml ／min ），16日 目

（0．87± O．08ml／min ）におい て Baseline（1．22± O．09

m レmin ）と比較して 有意に低下 した （p〈 0．05）．

　B ．SlgA濃度

　SlgA 濃度の 変動を Figure 　4 に示す，　 SlgA 濃度は

期間中を通 し，い ずれ の 日に おい て も Baseline（16．8

± 1．5，ug ／ml ）と比較して有意な差 は認め られなか っ

た．

　C ．SlgA 分泌速度

　SlgA 分泌速度の変動 を Figure　5 に示す．　 SlgA 分

泌速度は合宿開始か ら 8 日目 （10．7± 1．5fi　9／min ）

と11
，

12日目 （10．3± 1．3 μ g／min ，10．4± 1．2St　gf

min ）に お い て Baseline （ユ9．7± 1．9μ g／min ）と比
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：Rates　significantly 　different　from　the　baseline（P ＜0．05）．
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Figure　 5．　 Changes　irl　SIgA　secretion 　rate 　during　the　experiment ．　Values　are 　means ±

　 SE．
＊

；Rates　significantly 　differenしfrom　the　baseline（P〈 0．05＞，The　SlgA　secre −

　 tion　rate 　significantLy 　decreased　in　the　middle 　of 　training　camp ，　because　of 　the　pro−

　 longed　intense　exercise ，

較 して有意に低下 した （p ＜ O．05）．また
，

9tlO

日目 （ll．4± 1．7μg／min 、11．9± 1．5ptg／min ）にお

い て は，Baselineと比較 して有意差 は認 め られな

か っ た もの の
， 低下傾 向 を示 した （p ＝0．06，p＝

0．09）．

　D ．URTI 症状と SlgA 分泌速度

　32名中 6名の 被験者 （18％）で URTI 症状が 認め

られ た．URTI の症状が認め られ た被験者に つ い て
，

症状 を有 した期間 と有して い なか っ た期間にお ける

SlgA 分泌速度の差 を Figure　6 に示す．　 URTI 症状

を有 した期間の SlgA分泌速度 （13、7± 1．1μg／min ）

は症状 を有 して い なか っ た期間（ig．2± 1．4 μg／min ）

と比較して ，有意に低値を示 した （p ＜ 0．05）、
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Figure　6　　Differences　in　SlgA　secretion 　rate 　ill　relation

　 to　the　appearance 　 ofURTI 　symptoms ．　Values　are

　 means ± SE ．＊ ；Significanしdifference　between　the　two

　 measurements （P＜0．05）．

　 E ．主観的疲労感

　合宿期問中の 主観的疲労感の 変動を Figure　9 に

示す．主観的疲労感は合宿開始から 2 ，3 ，6 ，9
，

ユ0
，
19 日目 （4．1，

4．2
，
4．1

，
4．1

，
4．1

，
4．2 ）に

お い て Baseline（3．3）と比 較して有意に増加 した

（P＜0．05）．

　 F ．事例的検討

　頻繁に URTI 症状 を有 した被験者 1 名に つ い て
，

合宿期間中の SIgA の 変動 とURTI 症状を有 した期

間を FigurelO に示す．また ， 同被験者の URTI 症

状 を有 した期 間の SlgA 分泌速度 （13．5土 1．3μg／

min ）は，症状 を有 して い なか っ た期間 （16．2± 1，6

μg／min ）と比較 し て有意差 は認め られなか っ た も

の の ，低下する傾向を示 した （p＝0．06，Figure　l1），

］v．考 察

　本研究で は
， 男子大学生 ラ グ ビ ー選手 を対象と し

て，約 1 ヶ 月間の 合宿に お ける 日毎 の 唾液中 SlgA

の変動に つ い て 検討 した．期間中の継続的な高強度

運 動は，練習合宿期後半 にお い て 安静時の 唾液中

SlgA 分泌速度 を低
．
ドさせ

， さ ら に合宿終了後に は

合宿前の水準に回復す る ことが明 らか とな っ た．ま

た
， 合宿期間中に URTI 症状が認め られた選 手は32

名中 6 名 （18％ ）で あり，URTI 症状を有 した期間

の SlgA 分泌速度は，症状 を右 して い なか っ た期間

と比 較 して低値 を示 した．こ れ らの 結果か ら，日毎
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の SlgA の 変動 に つ い て 検討す る こ とは，　 URTI 罹

患リス クをモ ニ タ リン グするため に有用で ある と考

えられる，

　唾液は，非侵襲 的かつ 簡便に採取が可能である と

い う利点が ある．しか しながら， 唾液中の 指標は 日

常的な運動習慣や 摂取栄養素 ， 心理社会的ス トレ ス

等 などの影響を受 けやす い ため
2 ’21 ’22’23）

，採取時

の 条件 を
．・

定 に保 つ こ とが重要で あ る
17）．唾液

SIgA もまた高強度運動や労働 学科試験お よび気

温の 変動 な どか ら受ける ス ト レ ス に よ っ て 低下 し

9 ’2⊥’24・25）
，炭水化物や グ ル タ ミ ン な ど の 摂取栄養

素によ っ て増加する な ど，様々 な因子に よ っ て変動

する こ とが報告 され て い る
22’26 ’27）．また，SlgA の

変動 には 日内変動が ある と い う報告 もある
28）

．こ

れ まで の 先行研究 にお い て ，高強度運動 に対す る

SlgA の 変動や URTI の 発症に関する見解は
一

致 し

て い ない
3’4 ’13’⊥4 ’15’16’29）

．そ の 理 由と して ，被験

者の 生活管理が 十分で なか っ た ために個人に よ っ て

トレ
ー

ニ ン グ の 時間帯以外の 運動や食事などの生活

習慣が異な っ た こ と，また SlgA の 変動 に 影響 を及

ぼす因子を適切 に考慮 して い なか っ た こ とが考えら

れる．本研究で は合宿期間を対象と して ，全被験者

が毎朝起床 直後の 朝食前 に唾液採取 を実施 した た

め，日内変動，運動お よび食事に よる摂取栄養素な

どの 影響 を最小限 にする こ とが で きた と考えられ

る ．

　唾液中 SIgAは
， 口腔内局所免疫における主要な

エ フ ェ ク タ ーで あり，
また高強度運動に よ っ て 低下

する とされ て い る
m ．本研究 にお い て，安静時の

唾液中 SlgA 分泌速度は，合宿開始直後か ら練習合

宿期の後半まで徐々 に低下 し続 けた．秋本らは ， 唾

液中 SlgA レ ベ ル は
一・

過性 の 高強度運動 に よっ て低

ドし，運動か ら 1 日経過 した後にお い て も低値を維

持 した と報告 して い る
12）

．また
，
SlgA の低下 は高

強度運 動後 10日 に お い て も継続 して い るが ，回復

する 傾向が 認め られ る と し て い る
30）

．従 っ て
， 練

習合宿期 に お ける高強度運動の繰 り返 しに よ っ て，

SlgA の 回復が追 い つ か ず ， 安静時の SlgA レベ ル の

継続的な低下に影響 した もの と考え られ る．一・方で

後半 の 試合合宿期にお い て は
， 合宿前 （Baseline）

と比 べ て統計的有意差は認め られ なか っ た，こ の 原

因の ひ とつ と して，練習合宿期 と試合合宿期 におけ

る運動強度の 違 い が挙 げられる．練習合宿期に お い

て は，午前と午後にそれぞれ約 2 時間の コ ン タク ト

プレー
や持久性 トレ

ーニ ン グを含む練習が行われ
，

試合合宿期 に お い て は 午前もしくは午後に 1 試合 と

1 時間の サ イ ン プレー等の 確認練習が行 われた．

従っ て被験者全体の 高強度運動の 実施時間は練習合

宿期 の 方が 試合合宿期 よ りも長 か っ た． ま た
，

Koch ら
3D

に よれば，大学 ラグ ビー選手の 試合の 前

後で SlgA は変化 しない と報告 されて い る こ とか ら

も，試合が 中心で あ っ た試合合宿期の運動強度は練

習合宿期よ りも低か っ た可能性が示唆 され る．さら

に ，
ポ ジ シ ョ ン 別 に よ る運動強度の 差が 全体の

SlgA の 変動 に 影 響 した可能 性 が 考 え られ る．

Deutschら32）
は，バ ッ ク ス の 選手の試合中の 運動強

度は ，フ ォ ワ
ー

ドの 選手に 比 べ て低か っ た こ とか ら
，

ポ ジ シ ョ ン に よっ て試合中の 運動強度が異なる こ と

を示唆 して い る，また
， ポジ シ ョ ン別の 運動形態に

よる影響に つ い て ，フ ォ ワ
ードの 選手の 筋損傷の程

度がバ ッ ク ス の 選手と比較して大 きか っ た とする報

告 もある
33）

，こ の ように，ラ グ ビー
の ポ ジシ ョ ン

の違 い に よっ て 試合 中の 運動強度 に差が生 じる こ と

が示 され て い る．合宿期間に おける ポ ジ シ ョ ン別の

運動強度の 差につ い て報告した研究は これ まで にな

い が，本研究におい て対象をフ ォ ワ
ー

ド （16名）お

よびバ ッ ク ス （16名）の ポジ シ ョ ン で 2群化 した結

果，全合宿期問中 を通 して
， 両群の SIgA の 変動 に

交互作用が認め られ た （Figure　7）．特に，試合合

宿期間中にお ける フ ォ ワ
ード選手の SIgA分泌速度

の 平均値は
，

バ ッ ク ス選手と比較 し て有意 に低か っ

た （Figure　8 ），従 っ て ，試合合宿期にお ける全 体

の 運動強度は練習合宿期間 と比較して相対的に低く

な り， SlgAの結果 に影響 した可 能性が考えられる．

また
， 試合 中の選手交代 など に よ り， 出場時間が短

くな っ た ために充分 な運動強度に達 しなか っ た選手

もい た こ とが結果 に影響 した可能性 も考え られ る ，

合宿終了後に つ い て は，被験者全体 の SlgA レ ベ ル

は Baselineの 水準 に回復 して い た．合宿終了後 2 日

間の休養の後，トレ
ーニ ン グは通常期の 内容に戻 り，

唾液採取の 前 日 （8／28、8／31） は い ずれ も休養 日

で あっ た．従 っ て，合宿終了後の 休養が SlgAレ ベ

ル を回復 させ る の に充分で あっ た と考え られる．以

上 か ら，安静時 SlgA は長期間の 継続的な高強度運

動 に よる影響 に対 して セ ン シ テ ィ ブ に応答す る可能

性が示唆された，また ， 今回 の 様にポジシ ョ ン 別に
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Figure　7．　 Changes　in　SlgA　secretion 　rate　during　the　experiment ．　Values　are　means ±

　 SE．
＊

；Significantly　different　between　both　positions （forward　alld　backs）（P＜0．05）．
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Figure　 8，　 Differences　inSlgA 　secretion 　 rate 　between

　 both　positions．　Values．　are 　nleans 士 SE，
＊

：Significant

　 difference　between　the　two 　nleasurements （P 〈 0．05）．

SlgA の変動 を評価す るな ど，チ
ー

ム ス ポ
ー

ツ にお

ける コ ン デ ィ シ ョ ニ ン グ の 指標 として も有用で ある

と考えられた．

　唾液中 SlgA は
，

運動の 他に も学科試験や 労働，

気分な どに起因する ス トレ ス に よっ て も変動する と

考えられて い る
21 ’23）

．運動習慣 の な い 学生 を対象

に
，

1 ヶ 月間の 学業や 臨床実習な ど に よ る 日常生活

中 の ス トレ ス とSlgA の 変動につ い て検討 した結果，

ス トレ ス の 増大 とともに SIgA の 低下 が認め られた

と報告 さ れ て い る
34）

．こ の よ うに，日常 の ス トレ

ス 増加 とSlgA の低下 には負の 相関が あ る と示 され

て い る
35）．また トッ プア ス リ

ー トにお い て も， 長

期 間の トレーニ ン グ に よ り主観的疲労感が高まる際

に SlgA が 低下する傾向 を示 して い る こ とか ら，主

観的疲労感 の増加が SlgA の 低下に影響 を及ぼすと

考 え ら れ て い る
36）

．本研 究 に お い て もSlgA

が Basellneと比べ て有意に低下す る 2 日前 （8／9
，

8／12）に 主観的疲労感が高 い 値 を示す傾 向が認 め

られ た （Figure　9）．こ の 見解は先行研究の 結果と

一致 して い る
34’36）．こ の こ とか ら ， 主観的疲労感

と SlgA の 変動の モ ニ タ リ ン グが ア ス リートの 身体

的 コ ン デ ィ シ ョ ン を把握する手段として有効で ある

可 能性が示唆 された，

　本研究で は
， URTI 症状が認め られた 6 名の 被験

者 の SIgA 分泌速度 に つ い て 検討 した．　 URTI 症状

を有した期間の値は，症状を有して い なか っ た期間

の 値と比較して 35％ 低値を示 した （Figure　6），先

行研究に よ れ ば
，
SlgA 分泌速度 の絶対値が 40 μg／

min 以 下 にな ると URTI の罹患 リス クが増大する と

報告され て い る
の．しか しな が ら，SlgA の 測定に

使用する抗体や 試薬等の 違 い が SlgA濃度の 絶対値

に影響す る可能性 も考えられ
，

一
概に絶対値で 評価

する こ とは難しい ．また他の 報告で は SlgA 分泌速

度の絶対値お よび URTI 症状 の発症時期には個人差

が ある として い る
37）．こ れ らの こ とか ら

，
URTI 罹

患リ ス クは，SIgA 分泌速度の 絶対値 よ りも
， 単

一

事例に おける Bas．eline に対する相対的な値の 変動に

よ り評価す る方が望 ましい と考え られ る．そ こ で本

研 究で は，URTI 症状 が頻繁に 生 じた 1 名 の 被験者

（期間中 3 回）につ い て 事例 的に検討 した，その結果，

URTI 症状 を有 し て い た期 間の SlgA 分泌速度 は
，

症状 を有して い なか っ た期間と比 べ て 低い 傾向が認

め られた （FigurelO，　 Figurell）．また主観的疲労

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Physical Fitness and Sport Medicine

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Physioal 　Fitness 　and 　Sport 　Medioine

138 山内，清水，占川，渡部，竹村，赤問，秋本，沖」野

ぎ
5

萋4

咢
宦・

耄
書

2

　　 1
　 　 Base艮i賑e
　　 　　 　　 　 8／5　　　　818　　　8／11　　　8！14　　　8119　　　8122　　　 9／1
　　 　 7125
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Figure　 10、　 Changes　in　SlgA　secretien 　rate 　in　 saEiva 　of 　a 　participant　who 　reported

　 URTI 　as 　case 　report ．　Gray　areas 　indtcate　the　appearancc 　period　of　URTI ．

感に つ い て も合宿期間全体 を通 して 継続的に高 く，

特 に URTI 症状の 発生前後で高 くなる傾 向が認め ら

れ た （data　no しshown ）． ト レ
ー

ニ ン グ に よる疲労

が URTI 罹患の 要因の
一

つ であ っ た可 能性が考えら

れ る．こ の こ とか ら，SlgA が低下 して い る 時は

URTI 罹患 リス ク が 高い 可能性が考え られ る．

　本研究 に お い て 症状 を呈 した の は 32名中 6 名で

あ っ たが，期間中にお い て特に症状の 頻度が高 く（3

回）， 顕著な傾 向を示 した の が 1 名の み で あ っ たた

め に ，こ の 選手を単
一
事例検討方法の 例 と して 取り

上げた． 6名全体 （Figure　6 ）で は URT 王症状 を有

した期間に SlgA が低下 して い る傾向が認め られた．

しか しなが ら，その 内 5 名に つ い て は URTI 症状が

認め られ た の が期問中に お い て 1 回の み で あ っ たた

め，単
一
事例 と して URTI 症状 と SlgA との 関係 を

充分に検討する こ とが で きなか っ た ，また， 6名の

中に は SlgA の 低 下が認め られ た に もか か わ らず

URTI 症状 を伴わ ない 事例 もあっ た．　 URTI の 防御

機構に は，SIgA による病原 体の 侵入防御の 他に
，

二 次機構 と してマ クロ フ ァ
ージや好中球 による病原

体 の 貪食や natural 　killer（NK ）細胞に よる病原体

の 直接駆除などの 細胞性免疫系に よる作用が働 く．

特に NK 細胞活性や好中球活性は高強度運動後に上

昇する こ とが報告 されて い る
38’39’　）

，こ の こ とか ら
，

SlgA の 低下 に よる初期防御機構 の 低下 が生 じた場

合で も，細胞性免疫な どの 二 次的防衛反応に よ り症

状が軽減 ・抑制 され る可能性が考 えられ る．従 っ て ，

今後単
一

事例検討 を行 う際に は，SlgA の 変動を中

心 として 捉える とと もに他の URTI 症状抑制に 関わ

る因子 との 関係につ い て検討を行うこ とが課題 とな
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URTI

Figure　11．　 Differences　iD　SIgA 　secretion 　rate 　in

　　 relation 　to　the　apPearance 　of　URTI　sylnptoms ，
　 　 Values　 are 　 means ±SE．

る．

　また，さ らに多 くの 事例 に つ い て 唾液中 SIgA や

主観的疲労度 を用 い て URTI 罹患 との 関係 を 日常的

に モ ニ タ リン グする こ と で ，URTI の 罹患 リス クを

よ り明確に示し
，

コ ン デ ィ シ ョ ン 低下 の 予測や予防

に有用 な検討を行う必要が ある．その 結果 を応用す

る こ とで
， 唾液中 SlgAが ア ス リ

ー
トの URTI 罹患

リス ク を簡便に モ ニ タ リ ン グする指標の
一

つ として

有効 とな る可能性が ある．ただ し唾液中 SlgAの 測

定には，唾液サ ン プル を保管する冷凍庫の 確保が必

要で ある こ とや ，
ELISA 法 に よ る 測定は，お よそ

半日を要するため
， 現場 にお い て直ちに フ ィ

ー
ドバ

ッ クを行うため には い くつ かの 課題 をク リアする必

要がある． しか し現在 ， 簡易型 の SlgA 測定器の 開

発 も進め られ て お り，
唾液 中 SIgA をコ ン デ ィ シ ョ

ン の 指標 として今後実際に競技現場にお い て実用化

される こ とも非現実的で はない 段階を迎えて い る と

考えられる ．

V ．結 五
口

膏一
口

　本研究で は
， 国内の 大学 トッ プ の リーグ に所属す

る男
・
子大学生ラ グ ビー選手を対象とし，合宿期間中

の 唾液中 SlgAの変動 を詳細に検討 した．その 結果，

SIgA 分泌速 度は合宿 中期 にお い て 有意 に低下する

こ とが 明らか とな っ た．また 1曄i液中 SlgA レ ベ ル と

URTI 罹患 との 関係 に つ い て検討を行っ た結果，

URTI 症状の 発症期問に お い て SlgA 分泌速度の 低

下状態が認め られた．こ れ らの こ とか ら，ア ス リ
ー

トに お い て 唾液中 SlgA が URTI 罹患 リス ク の 評価

として有用 な指標であ る可能性 が示唆 された，
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